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まず下記リンクから、Red HatログインIDでRed Hat 学習管理システムにログインします。 
注意：リンクをブラウザにコピーしてから、ブックマークしてください 

https://training-lms.redhat.com/Saml/AuthRequest?sitename=redhat 

 

1. コースの申し込み(購入) 
 

     Step 1. 受講コースの選択 
 

ホーム画面の「検索カタログ」バーにご希望のコースを入力することで、該当コースまたは試験が検索結果

として表示されます。コースコードを入力すると検索しやすいです。​
例えば、検索バーにRH124LSと入力します（RHLS Course のシステム管理者コースI のコードです）。 

 

 

 

 

人気コースのコード例 

RH124LS Red Hat システム管理Ⅰ 

RH134LS Red Hat システム管理Ⅱ  

RH199LS RHCSA速習コース 

DO180LS Red Hat OpenShift Administration I: Operating a Production Cluster  

DO280LS Red Hat OpenShift Development I: Introduction to Containers with Podman  

DO188LS Red Hat OpenShift Administration II: Configuring a Production Cluster  

DO288LS Red Hat OpenShift Developer II: Building Kubernetes Applications  

AU294LS Red Hat Enterprise Linux Automation with Ansible  
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https://training-lms.redhat.com/Saml/AuthRequest?sitename=redhat


 

　　コースコードネーミングルール 

コードの末尾の意味は受講形態を表し、LS はRHLS Course、コード頭のEXは認定資格試験です。​
 

 

 

 

(検索結果) 

「カートに追加」をクリックします。​
 

　（RH124LSの詳細画面） 
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カートに追加後、以下のウィンドウが表示されますので「購入」をクリックします。 

 

 
 
 
 

　Step 2. 申し込みコース(ショッピングカート)の内容確認 
 
①カート内が一覧表示されますので、追加したコース・試験などに間違いがないかご確認ください。誤って追

加されたコース・試験などは、「削除」より取り消ししていただけます。 
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② サブスクリプションの場合、「開始日」を指定していただきます。90日後まで選択していただけます。 
③「数量」を選択します。 
④ 「お客様は非課税対象ですか？(「いいえ」をご選択ください)」に、必ず「いいえ」を選択します。 
⑤ 全て問題ないかご確認頂き、「次」をクリックします。 
 
※ここでは、まずコース・試験のご購入手続きですので、受講者登録はこの先で行います。 
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Step 3. 請求書送付先の入力 
 

①請求書送付先の確認。​
Red HatログインID作成時に登録した住所が表示されます。変更がなければ「次」をクリックします。(初
めてご利用の場合、何も表示されていないケースがあります。その場合は、②の手順で請求先を追加し

ます。) 
※トレーニングユニット利用の場合は、これを元に請求はありませんが、システムの仕様上必要となりま

す。 
 
②(住所変更等が必要な場合)、新たに請求書送付先を入力します。　​
請求先を変更したい場合は、「請求先住所の追加」から追加登録が可能です。「請求先住所の追加」 を
クリックし、レッドハットアカウントの情報から、もしくは、ブランクフォームにて新しい請求先情報を入力

後「保存」をクリックし、上記①の画面に戻ります。 
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Step 4. 支払い方法を選択・確定する　(トレーニングユニットをご選択ください) 
 

トレーニングユニットをご購入いただいたお客様は、有効なトレーニングユニット番号(TUAナンバー)を
ご入力いただく事で、コースのお申し込みが可能です。​
コース・試験登録後、お申込みいただいたコース・試験のトレーニングユニット数が引き落としされます。 

 

①支払い方法のプルダウンメニューで「トレーニングユニット」を選択します。 

②トレーニングユニット欄にお手持ちのトレーニングユニット番号(TUAナンバー)を入力します。 

③内容に問題がなければ、「適用します」で確定し、「次」をクリックします。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
    Step 5. オーダーを確定する 
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オーダー内容が表示されますので、問題がなければ、「利用規約に同意する」にチェックを入れ、「次」をク

リックします。この段階でオーダーが確定します。 

 

 

 

 

オーダーの確定後、次の画面にて「注文完了」ボタンをクリックすることで一旦終了していただけますが、可

能であれば、受講者割り当てを先に完了してください（受講者の割り当てをすることで登録が完了となりま

す）。引き続き受講者割り当てするには、「学生を選択」から受講者・受験者の割り当てをします。​
受講者登録方法詳細は、11 ページの「3. ライセンスキーによる受講者の登録」を参照してください。 

・「他を割り当てる」をされたい場合は、ページ12の ⑤へ 進んでください。 

・「自己を割り当てる」は、ご自身を割り当てる場合にクリックします。 

・学生（受講者）を割り当てるには、各受講者のレッドハットIDが必要です。 

・レッドハットID作成方法 
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https://access.redhat.com/ja/articles/customer-service-accounts?extIdCarryOver=true&sc_cid=701f2000001Css5AAC#createlogin


 

2. 注文履歴の確認 
 

1. 学習管理システムにログインします。 
2. 「注文履歴」タブの「注文履歴」を選択します。※(現在システム内にあるすべての注文が表示されます。) 

3. 該当のオーダー番号の列をクリックし詳細を表示します。 
 注文の詳細ページでは、注文に関連するすべての情報が表示されます。 
 

 
 
 

 
注文履歴の画面からは、下記の処理が可能です： 
① オーダー（注文）のキャンセルや印刷（RHLSや個人用試験のキャンセルは原則不可） 

② オーダーの詳細表示 
③ エンロールメントキーの表示、割り当て 
④ 注文ファイルのアップロード、表示（発注書でのご注文の場合） 

 

 
 

 
 

9 

https://training-lms.redhat.com/Saml/AuthRequest?sitename=redhat


 

 
 
 
⑤ オーダー数量の表示 
⑥ 請求先担当者の詳細表示 
⑦ 請求先住所表示 
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　3. ライセンスキー（エンロールメントキー）による受講者の登録 
 

ライセンスキー(エンロールメントキー)は、ご注文完了時に購入人数分作成されます。​
コース・試験購入後、以下の手順で受講者の割り当てを行ってください。​
この時、受講者のRed Hat ログインIDが必要となります。 

※Red HatログインIDをお持ちでない受講者には、アカウント作成方法を参照してください。 

 

シナリオ１：受講者自身がコース割り当てを行う場合 
(会社の申込責任者や再販パートナー様からエンロールメントキーの通知があり、自身で
受講予定のコースに受講者割り当てを行いたい場合など） 

 
①  学習管理システムにログインします。 
②「注文履歴」から「ライセンスキー」をクリックします。 
 

 
 

 

③ 「エンロールメントキー」の欄に通知があったキーを入力し「有効化」します。 
　これで受講者の登録が完了します。 
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シナリオ２：受講者からRed HatログインIDを取得し、代理で受講者割り当てを行う場合 
(会社の申込責任者や再販パートナー様が、受講者からRed HatログインIDを取得して
代理で受講者割り当てを行いたい場合など） 

 

① 学習管理システムにログインします。 
②「注文履歴」から「注文履歴」をクリックし、割り当てたいオーダーを探します。 
③ オーダーが見つかったら、注文番号をクリックして詳細を表示します。 
④ 画面右の「操作」ボタンから、「エンロールメントキーを使用する」をクリックします。 
 

 
 

 

⑤割り当てするコースを確認し、「次」をクリックします。 
 

 
 
 
 

 
 

 

 

 
 

12 



 

⑥「登録」タブをクリックし、「ユーザー名」欄に受講者のRed HatログインIDを入力し 
　「ユーザーを検索」をクリックします。下部に結果が表示され、選択すると右側に「ユーザーが在籍し

ます」と表示されます。※  IDが間違っているなどの場合は結果に出ませんので、正確なIDをご入
力ください。また、受講者様が学習管理システムにログインをされたことない場合にも表示されませ

んので、その場合は一度ログインアクセスしていただいてください。 
 

 
 

⑦ 間違いがなければ「登録」をクリックします。この方法で注文している数量分を受講者登録できま
す。 

 
 
　　ご不明点やご質問は、Red Hatトレーニング担当(support.japan.training@redhat.com)まで。 
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参考1. ホーム画面使用方法 
 

①メニュー ​
　メインのナビゲーションです。 

 

ホーム 

カタログ 

受講履歴 

レポート 

注文履歴  

 

 

 

 

②ユーザプロファイルツールバー​
　アカウント情報へのアクセス、自分の詳細設定（言語の変更等）、レッドハットへのお問い合　わせが

可能です。 

③カタログ 

　カタログのドロップメニューの「参照」から受講希望のコース及び試験の検索が可能です。 
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参考2. 様々なコースの検索方法 

① カタログのドロップダウンメニューの「参照」から受講希望のコース及び受験希望の試験を検索　いた
だけます。 

 

②下記の左側項目の指定によって絞り込みができます。また、サーチボックスでコースや試験名を入力

することも可能です。 
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③ 項目からの絞り込みはご希望の「提供方法」や「言語」など細かく指定できます。 
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